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現場の視点：支援の鍵

1．「川崎モデル」とは何か
「川崎モデル」を͝ଘじだろうか。10年΄ど前、େ企業の開放特許を中小企業の੡඼化に結ͼ෇ける

਺ଟくの実੷を࢒したことで一༂有໊になった、川崎市における中小企業支援のऔり૊みだ。もちろん

コϩφՒを経た今でもその׆ಈはଓいており、川崎市だけでなくଞの࣏ࣗ体にも広がりを見せる「中小

企業の伴走ܕ支援モデル」である。

　では「川崎モデル」とはどういう「モデル」なのか。

「企業๚໰を௨じ、知的ݖ࢈ࡒの׆༻もؚめた中小企業支援のԣஅ的な׆ಈ」（৽Ҫ2023）などいくつ

かの定ٛがある。ٛڱではେ企業の開放特許を中小企業の੡඼化に結ͼつける知׆ࡒ༻をࢦすことも

あるが、広ٛでは࣏ࣗ体が中小企業の現場のχーζを把握し、৽たなऔり૊みを支援するࡦࢪに׆か

す॥؀αイクルまでؚまれるとも解される。現在川崎市における中小企業支援ϝχϡーは、相談૭ޱの

開ઃや専門Ո೿ݣといった一ൠ的なものから、川崎市࢈業ৼஂࡒڵが実ࢪするग़ுΩϟラόンୂ、知

的࢈ࡒマッチングࣄ業、ֶ࢈連携支援、かわさきى業ՈΦーディγϣン、,�/*$（国立研究開ൃ๏人৽

ΤネルΪーɾ࢈業技術総合開ൃ機構（/&%0）との連携によるى業Ո支援のワンεトッϓڌ఺）、,0#4

（ւ֎ల開支援）、ੈքਫ४の研究開ൃڥ؀を提ڙするインΩϡϕーγϣンࢪઃ,#*$（かわさき৽࢈業

૑଄ηンλー）、φϊςクϊϩδーを׆༻したֵ৽的なҩྍ技術の開ൃをਐめるΦーϓンイϊϕーγϣ

ンڌ఺J$0/.（φϊҩྍイϊϕーγϣンηンλー）など実に幅広い。

　こうした支援ࡦは川崎市がこれまで࢈業

構଄を変ֵしていく中でൃలしてきたもの

で、これらࡦࢪのϕーεとなっているのが、

2005年に࢝まった「ग़ுΩϟラόンୂ」で

ある。「ग़ுΩϟラόンୂ」とは、川崎市や

川崎市࢈業ৼஂࡒڵの৬員と、専門Ո、ۚ

༥機関などがチーϜを૊んで、中小企業に

଍ൟく௨い、企業の੡඼や技術に関する経

営者の೰みをฉきग़し、その解決ࡦや৽た

なऔり૊みを支援する、まさに伴走支援そ

のものの実行෦ୂである。今ճは、໿20年

にわたる「ग़ுΩϟラόンୂ」のऔり૊み
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から中小企業に対する伴走支援について考えてみたい。

　「川崎モデル」を全国に知らしめた知׆ࡒ༻の実੷は、2025年̏月຤現在、੒໿�8݅、੡඼化3�

݅にٴͿ。知׆ࡒ༻には、中小企業各ࣾが࣋つ໌จ化されていない技術のධՁや、開放特許の内容を

ద੾にධՁするコーディネーλのଘ在がෆ可ܽである。川崎市の場合、େ企業の研究所など਺ଟく立

地していることや、౦ژからもిंで20分とۙڑ཭にҐஔすることから、こうした技術の見立てがで

きる人材にܙまれていることもあるが、コーディネーλࣗ਎も「ग़ுΩϟラόンୂ」にՃわり、実際に

中小企業を๚໰し、顔の見える関࡞܎りをしてきたからこそなしえた੒Ռである。このように「ग़ுΩ

ϟラόンୂ」が長年築いてきた中小企業との信頼関܎をϕーεにల開する「川崎モデル」は、「現場に

ग़޲いて、企業の実৘を知る」ことのॏ要性を改めて認識させてくれるのである。

２．出張キャラバン隊の成り立ち
　川崎市はզが国を୅表するژ඿工業地ଳにҐஔし、かつてはॏް長େ࢈業のूੵ地としてߴ度経済

੒長をけんҾしてきた。一方でେؾԚછなど公֐໰題がਂࠁ化するとともに、1�80年୅には工場のւ

֎Ҡసなどܹٸな࢈業構଄の変ֵ（ۭಎ化）が࢝まった。

　そこで当時の川崎市のएख৬員が、現場の実態を把握するため中小企業経営者との໘談をॏͶる「現

場主ٛ」をపఈした。当時࣏ࣗ体৬員が現場に行くことは必ͣしも঑ྭされない中で、企業๚໰を܁り

ฦし、中小企業の༷ʑな೰みや課題を知ることで、ద੾なࡦࢪల開に結ͼつけようとした׆ಈが࢝まり

である。川崎市や川崎市࢈業ৼஂࡒڵの৬員を中心にコーディネーλや専門Ո、ۚ༥機関などもרき

。を構築していることがେきな特௃である܎んで、今でも年間Ԇ΂500݅Ҏ上を๚໰し、顔の見える関ࠐ

川崎市࢈業ৼஂࡒڵの໦܎ࣉ長は「まだまだ知らない企業はଟい。川崎市には特௃のある企業もଟく、

もっとଟくの企業を知りたい」とҙཉ的な๚໰をଓけている。

３．川崎市の取り組み（川崎市経済労働局経営支援部経営支援課）
　川崎モデルの૑ઃ時からΩϟラόンୂにࢀըしている໦ଜ୲当課長（ࣄ業ঝܧ୲当）。今でも市内の

中小企業のもとを๚れ৘ใऩूに༨೦がない。市内の中小企業からの信頼もްく、かつ中小企業のさ

ま͟まな現場の੠をฉくことで市のࡦࢪに結ͼ෇けている。

「知的財産マッチング支援」
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現場の視点：支援の鍵

　「川崎モデル」について໦ଜ課長は、「川崎では、市、川崎市࢈業ৼஂࡒڵや公ઃࢼ、ۚ༥機関（川

崎信༻ۚݿ）などが同じ方޲を޲いているので、うまく連携ग़དྷている」と࿩す。しかし中小企業支援

という共௨の໨ඪがあったとしても、実際には૊৫͝とにその໨的はҟなり、かつ人のೖれସえ（ҟಈ）

などによりϝンόーがସわるとৗに同じ態੎でܧଓすることは容қなことではない。川崎市では、中小

企業との間にここ਺े年間かけて信頼関܎を築いた໦ଜ課長が今でもその求心力になっているが、後

。人材のҭ੒も課題の一つだܧ

໦ଜ課長は「いくら専門的な知識をもつ人材がいても、それを企業に合わせてコーディネートする力が

最もॏ要で、ある໰題がੜじたら"氏に頼Ή、ҧう໰題では̗氏に頼Ή、といったイϝーδができる中

֩となる人材をܧଓ的にҭてていく必要がある」ともࢦఠする。໦ଜ課長は、現在ຊ人の後ܧ者とな

る人材のҭ੒にもऔり૊んでいる。

　一方で「ग़ுΩϟラόンୂ」は、ࣗらग़޲いていくことで企業をਂく知ることはできても、川崎市内

のす΂ての企業に๚໰できるわけではない。川崎市内のࣄ業所਺は໿�万。うち੡଄業だけでも໿

業所があるため決してޮ཰的とは言えないが、それでも໦ଜ課長のもとには೔ʑ༷ʑな相談がࣄ1,500

࣋ちࠐまれる。これまで築いた人的ネットワークのなせる業である。

　໦ଜ課長はもうひとつॏ要な࿩をしてくれた。それは「想いの఻ঝ」である。໦ଜ課長は川崎モデ

ル૑ઃ時から携わってきた人෺であるが、「川崎モデル」をଞの࣏ࣗ体΁ల開しようとしても、਺年間

で人がೖれସわり当ॳの「想いの఻ঝ」がࠔ難になった結Ռ、支援がܧଓできなくなったྫࣄもあると

いう。ଞの中小企業ࡦࢪも同じことがいえるが、「想いの఻ঝ」は長期的ɾܧଓ的なࡦࢪ実ࢪにはܽか

せない要ૉなのである。

４．「出張キャラバン隊」に参画している金融機関（川崎信用金庫）
　川崎信༻ۚݿは、川崎市内を中心に5�ళฮ、໾৬員਺໿1200໊を༴する地域ີணܕのۚ༥機関で

ある。川崎信༻ۚݿは、٬ސにとっての「ϑΝーεトコールόンク」を໨ࢦし、೔ʑऔり૊んでいる。

信༻ۚݿという特性上、中小企業とのڑ཭がۙいため、༷ ʑな相談をडける。そうした相談に対して「ग़

ுΩϟラόンୂ」の׆༻により、ࣗ分たちだけではෆ଍するϦιーεを֎෦からௐୡすることで、中小

企業の課題解決にऔり૊んでいる。また、川崎市や川崎市࢈業ৼஂࡒڵに30୅のएख৬員をܧଓ的に

೿ݣすることで、ۚݿの人材ҭ੒とともに川崎モデルのϊ΢ϋ΢をண実にऔりࠐΉ౒力をଓけている。

　川崎信༻ۚݿの場合、٬ސからの経営相談はຊ෦の「お٬さまαϙート෦」が中心となって対応し

ているのが特௃的だ。「お٬さまαϙート෦」には、川崎市や川崎市࢈業ৼஂࡒڵにग़޲経ݧのある৬

員が、コーディネーλなどの人຺を׆༻して、課題に応じた支援ϝχϡーをແྉで提Ҋできる態੎を੔

えている。

　「ग़ுΩϟラόンୂでの経ݧは、企業の見方を変える。コーディネーλのもつ専門知識や、企業のক

དྷ性に対する見方など、決ࢉ書౳のࡒ຿৘ใだけではಘられない৘ใに઀することで৬員の人材ҭ੒

にも໾立っている」と「お٬さまαϙート෦」のۚࢠௐࠪ໾は࿩す。ۚ༥庁のいうࣄ業性ධՁのことだ。

「ग़ுΩϟラόンୂ」で築いた人的ネットワークを有ޮに׆༻して、中小企業支援だけでなく人材ҭ੒

にもൃలさせているようだ。
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５．川崎市の伴走支援から学ぶこと
　2023年6月、中小企業庁は中小企業に寄り添った支援の必要性から「経営力再構築伴走支援ガイド

ライン」を公表し、全国35,000（2025年8月現在）もの認定支援機関による中小企業の伴走支援に

注力している。こうした流れから昨今では、各種連携協定の締結や、支援機関同士の人材交流なども

盛んに行われているようだ。

　ただ実際に伴走支援を行う現場では、当然専門知識も必要であるが、その前提として経営者からの

絶対的な信頼が必要である。中小企業の経営課題は千差万別、かつ時とともに変化するものである。

これらを一つの支援機関だけで対応することは難しく、支援機関同士の連携が必要になる。求められる

のは長期間にわたり幅広い相談に応じるだけの力量（見識）とそれを補うだけの人的ネットワークの強

さである。

伴走支援で必要なのは、単なる連携協定書の締結ではなく、中小企業の短期的または長期的な経営課

題に対し、どれだけその企業の実態を知り、その課題解決のためにどれだけの力をコーディネートでき

るのか、にかかっている。「川崎モデル」はこうした根源的な伴走支援の在り方を示しているのかもし

れない。

　最後に「川崎モデル」を立ち上げた当時の川崎市経済労働局長だった伊藤和良氏の言葉を記してお

きたい。「地域にどんな中小企業があり、何を強みとし、何を経営課題としているのか。そうした全体

像をどれだけ地域の支援機関は把握しているのか。経営者や技術者の顔をどれだけ知り、お互いに熱

い思いを共有できているのか、そうした前提に立ったうえで、開放特許の内容を分析し、どの中小企業

とのマッチングが可能かに想像力をめぐらせる。一人ひとりの経営者の心に寄り添い、経営課題を理解

し、各企業にあった支援制度や連携先などを紹介していく。これが「川崎モデル」の神髄である。」（伊

藤2016、下線筆者）。

今から10年前の言葉であるが、ここで「伴走支援」の在り方について改めて考える必要があるのでは

ないだろうか。

（商工総合研究所主任研究員　小林順一）
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